議会運営委員会会議録（要旨）
	日　時
	平成２７年１２月１５日(火)　午前１０時００分～午前１１時５０分

	場　所
	長久手市役所本庁舎　２階　委員会室

	出席者
	議　員
	委員長　青山直道　　副委員長　　じんの和子
委　員　大島令子　　岡崎つよし　川合保生
ささせ順子　佐野尚人　　山田けんたろう
議　長　伊藤祐司　　副議長　　　木村さゆり

	
	事務局
	事務局長　同補佐　主任


１　あいさつ
議長
市長
２　議題
　⑴　議案の提出について

＜説明：総務部長＞
　　・　議案第６８号及び第６９号（議案の概要のとおり）

＜説明：事務局＞
　　　・　発委第２号　議会運営委員会提出

（委員長）・　説明について意見はあるか。

＜異議なし＞
⑵　平成２７年第４回長久手市議会定例会議事日程（第６号）について
　＜説明：事務局＞（議事日程第６号のとおり）　　　
・　諸般の報告、議案第６８号及び第６９号（上程、説明、質疑、付託）、議案第４９号から議案第６９号まで（委員長報告・委員長報告に対する質疑・討論採決）、
発委第２号（上程、説明、質疑、討論採決）

・　議案第４９号から議案第６７号までの委員会審査は全て可決
・　議案第６８号及び第６９号はくらし建設委員会に付託
（委員長）・　説明のとおりの議事日程でよいか。

＜異議なし＞

⑶　議会報告会のまとめについて
（委員長）・　アンケートの集計結果を全員打合会で配布したが、特に意見はなかった。

・　第２部で参加者から出された意見に対する各委員会の検討結果を簡単に報告して欲しい。
（委　員）・　公共施設再整備計画に関する情報が十分に市民に発信されていないとの意見があったので、年明けに執行部から公共施設の再整備計画について説明を受け、委員会として執行部には情報発信するよう依頼する予定。
・　 回答が可能な質問は３点あったので、市の施策について回答する予定。また、子どもの貧困に関する意見書を３月の定例会に委員会として提出予定。
・　N－バス運行事業の小型バス導入や防犯カメラに関する意見については、ホームページで回答を公開するなど、各意見に対する対応方法を取りまとめた。その中でも会場外で頂いた意見に関しては、「聞き置く」としている。また、回答を求められて宿題となった案件はなかった。

（委員長）・　アンケートの問８（議会に対する意見・提案）に関して、連絡先の記載がある方については回答すべきと考えるがどうか。
（委　員）・　問８については、議会に対する意見があるだけで連絡先の記載がないものもある一方で、意見がなく連絡先のみ記載している方もいる。どのように取り扱うのか。
（委員長）・　例えばアンケート結果を見ると、第２部で出された意見をそのままアンケートにも記載している方がいる。第２部での回答に納得がいかなかったから、再度返事が欲しいのではないかと考える。一任してもらえれば回答は議運の正副委員長で作成し、議運で提示するといった対応も可能である。

（委　員）・　正副委員長一任。

（副委員長）・　議会に対しての意見は、どのように回答すべきか。
（委　員）・　くらし建設委員会で回答済みの質問について、同じ方がアンケートでも同内容の質問をしているが、どのように対応すべきか。

（委員長）・　くらし建設委員会の回答と同様の回答をすればよいのではないか。
（委　員）・　くらし建設委員会の回答と同様の回答をすれば問題はない。
・　議会報告会の中で「連絡先の記載があれば回答する」と言ったので、質問内容によらず回答しなければいけない。
・　委員会によって対応がまちまちとなっているようだ。くらし建設委員会でホームページでの回答としたものについても、連絡先の記載があれば回答文書を議会として送付するということか。
（委員長）・　回答が必要な場合はアンケートに連絡先を記載する形式を取っているので、議会として回答すべきではないかということである。
（議　長）・　くらし建設委員会の回答と調整しながらアンケートの回答を送付すればよいのではないか。なお、アンケートに連絡先の記載がある方でくらし建設委員会とアンケートで同様の意見を述べている方があり、委員会の対応として「聞き置く」となっているものがあるが、これは「執行部に伝える」との対応としてはどうか。また、「配付資料が少ない」との意見に対しては「今後、分かりやすい資料の提供に努めます」との回答を、議会に対する意見に対しては「議会基本条例に従って努力していく」との回答を送付することでどうか。
（委　員）・　議会に対して好意的な意見を頂いた方についても、一言お礼の文書を送ってはどうか。
（委員長）・　お礼状のようなものを送付する予定である。

（議　長）・　連絡先の記載がないアンケートの意見に対しても、できるだけ正副委員長で回答を作成して頂き、市議会のホームページで公表してはどうか。
（委員長）・　議運の正副委員長で回答案を作成し、議運で承認する手続きでよいか。

＜異議なし＞

（委員長）・　問８以外の回答はよいか。

（議　長）・　問８以外の意見は、議員が共有し今後対応していくことでよいのではないか。

（委員長）・　そのような取扱いでよいか。
＜異議なし＞
（委員長）・　議会報告会全体の意見はあるか。
（委　員）・　第２部の運営方法は各委員長一任となっていたため、運営方法が各委員会でバラバラとなってしまった。共通したやり方でもよいのではないか。

・　これまでの議会報告会で課題となっていたテーマについて、事前に決めて実施したことはよかったのではないか。
・　「資料が乏しい、視察報告をされても困る、土曜の日中に実施してはどうか」との意見があった。視察内容の報告は長久手での活用方法などを話す必要があったのではないか。将来の長久手を担う若い人の参加が少なかった。
・　支援者にはあえて声かけはしなかったが、市政に対する意見を持った方が多く参加頂けてよかった。参加者の年齢構成、男女比等も良かったと思う。
・　第２部の教育福祉委員会のテーブルでは厳しいご意見が多かったが、それだけ思いが強いのだと感じた。また、時間が短いとのご意見も頂いたので、今後、時間配分等の検討が必要。
・　総務委員会は参加人数が少なかったので、テーマが堅すぎたかもしれない。普段あまり市政に興味を持っていない方の参加を促すために、テーマの選定が重要である。
（副委員長）・　以前と比べ、参加者の雰囲気が変わった気がする。ただ、もっと若い女性の参加者を増やすことが必要。内容では、あらかじめテーマを決めてグループ分けをして議論ができたのはよかったが、視察の報告は不要だと思う。頂いたご意見のほとんどが執行部への要求であったのはこれまでどおり。

（委員長）・　市政に関心がある方の参加が多かったためか、意見交換会の時間が短かったように思う。また、第２部ではとなりの委員会の議論が聞こえてくるため、会場づくりにも工夫が必要。第１部では決算の報告がどうしても長くなってしまうので、今後報告をどのように行うか検討が必要。配布資料を事前に議会ホームページへ掲載する等も検討してはどうか。

（議　長）・　アンケートは以前よりも好意的な回答が多かったように思う。運営方法については、引き続き議論して頂きたい。
（副議長）・　第２部を委員会別に実施したのはよかった。第２部の時間を長くする工夫が必要。

（委員長）・　本日委員から出された意見は、今後の検討課題として取りまとめた上で閉会日の全員打合会で報告する。アンケートへの回答や第２部で出された意見についての対応方法は、市議会ホームページに掲載する前に議運を開催し、内容の確認をお願いしたい。
・　次回の議運は１２月２１日　午前１１時開催でよいか。
＜異議なし＞
（委　員）・　くらし建設委員会の対応はどのようにすればよいか。
（委員長）・　くらし建設委員会の正副委員長と調整する。
＜１１：１７　休憩＞
＜１１：２２　再開＞
⑷　議会基本条例に基づく運営の諸課題について

＜Facebookについて＞

（委員長）・　Facebookページの運営について事務局の報告を願う。
（事務局）・　市議会Facebookページの立ち上げ状況を示した資料を配付した。現状でアカウントの管理は事務局が行っているが、記事の掲載を行う権限を付与する担当を議運で決定していただいた後、アカウントとパスワードを担当者に付与していく。

（委　員）・　市議会のホームページにFacebookのバナーを掲出するか。

（事務局）・　まずは市議会のホームページにFacebookページへのリンクを貼る。市のホームページからのリンクについては、執行部と調整する。
（委員長）・　ページの更新作業は議会だより編集特別委員にお願いすることでよいか。
（委　員）・　従前からそのような話だったと思うので、そのとおりでよい。

（議　長）・　議会だより編集特別委員にお願いすることでよい。

（委員長）・　まずは議会だより編集特別委員にアカウント付与することとする。
・　私から議会だより編集特別委員長に話をし、全員打合会でその旨報告してからの運用スタートとする。
（委　員）・　議会だより編集特別委員となってもFacebookの更新作業ができない場合はどうするのか。
（委員長）・　まずは試行で議会だより編集特別委員全員で運用する。
＜本会議の開議時間について＞

（委員長）・　本会議の開議時間について、各会派で出された意見を報告して欲しい。

（創政クラブ、ガイア、公明党、市民ネットグローバルネット）
・　現在の開議時間の運用は現状のとおりとし、必要な規則の改正を行っていく。
（委員長）・　将来の運用変更も見据え、開議時間は午前９時からとしてはどうか。
＜異議なし＞
（委員長）・　平成２８年第１回定例会で議案を提出する予定。
＜議員報酬と期末手当について＞
（委員長）・　議員報酬と期末手当について、議長に説明願いたい。
（議　長）・　報酬について代表者会議で検討した結果、議会基本条例に規定した報酬決定の手続きを先に決める必要があるとし、来年の夏頃を目途に検討していくこととしたので、議運においてもご了承願いたい。期末手当については、引き続き代表者会議で検討したい。

（委員長）・　そのような取扱いでよいか。
＜異議なし＞
（委員長）・　今後、議員報酬決定の手続きについて議運で検討していきたい。
・　災害時の議会の対応についても、年度末までには決定していきたい。

３　その他
（事務局）・　１２月２１日（月）午後１時３０分から午後４時３０分まで、議員研修会を開催する。議会と執行部の相互理解を深めるため、執行部の参加を議長から市長に通知文を出したのでご承知願いたい。

（議　長）・　執行部の管理職から議員に電話があった際、着信履歴には代表番号しか残らないため、誰から連絡があったのか不明であるとの意見があった。議員はできるだけ留守番電話の設定をして頂きたい。また、できるだけ早く議員と連絡がとれるよう、市役所職員限定で議員メールアドレスを公開しようと思うのでご了承頂きたい。
（委　員）・　管理職からでも課の番号が表示されるよう設定の変更はできないのか。メールアドレスの公開は構わない。
（事務局）・　同じ課から２回線以上で架電した場合、はじめの１回線以外は相手先に代表番号が表示されてしまう。また、午後５時１５分以降にに架電すると、どの電話機から架けても代表番号で発信されてしまう。

（議　長）・　管理職からでも課の番号が表示される設定に変更するよう執行部には申し入れる。
　・　以上で議会運営委員会を終了する。
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